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哲
學
研
究
　
第
八
十
一
號

惜
　
乎
　
バ

ル
　
　
ト

　
在
濁
石
規
謙
氏
よ
も
数
日
前
小
西
先
生
の
許
へ
突
動
ご

し
て
、
バ
膨
ト
民
の
計
を
報
せ
る
新
聞
の
切
扱
を
逡
ら
れ

た
。
鎗
り
に
不
意
な
の
に
小
息
先
生
も
驚
か
れ
た
。
そ
は

先
生
が
先
達
て
の
外
遊
の
二
面
會
さ
れ
た
隣
町
健
在
で
あ

り
、
其
際
に
氏
が
氏
の
著
書
臼
○
導
Φ
導
。
座
興
騨
N
剛
。
げ
‘
㌣

σ
q
ω
み
葺
創
d
暮
。
監
。
窪
ω
憲
法
ρ
が
可
な
り
自
信
の
あ
る
も
の

で
あ
り
、
面
し
て
其
全
部
又
は
M
部
が
既
に
伊
語
、
露
語
、

西
班
牙
語
、
瑞
典
語
に
謬
さ
れ
て
る
の
で
日
本
語
に
も
是

非
課
し
て
ほ
し
い
、
誰
か
其
人
を
求
め
て
く
れ
ご
云
は
れ
た

光
景
が
今
爾
駆
り
ご
限
前
に
俘
ぶ
か
ら
で
あ
ら
ふ
。
自
分

が
氏
の
名
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
今
か
ら
入
年
前
大
辛
で

の
購
讃
の
際
民
の
著
書
鍛
育
吏
を
學
ん
で
か
ら
で
あ
る
Q

其
後
篠
原
需
か
ら
前
記
駁
育
學
要
論
の
事
を
聞
き
、
自
分

教
授

伊
　
藤

三
〇

猷
　
典

の
奉
職
せ
る
學
稜
に
て
の
敏
育
學
講
義
の
参
考
に
資
し
た

事
屡
々
で
あ
っ
た
。
墾
考
に
資
し
た
度
数
は
モ
イ
マ
ン
氏

の
く
9
0
ω
§
σ
q
o
⇔
よ
り
も
此
の
方
が
遙
か
に
多
い
か
っ
た
。

民
は
自
労
も
可
な
り
に
崇
拝
せ
る
尊
者
の
一
人
で
あ
る
。

今
此
の
入
に
逝
か
れ
る
事
は
可
な
り
に
又
痛
事
で
あ
る
。

斯
か
る
戚
を
抱
く
も
の
は
㎎
単
に
自
阿
分
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
、

聞
け
ば
円
本
か
ら
氏
の
敷
を
受
く
べ
く
氏
を
頼
り
に
し
て

鵠
帆
さ
れ
た
學
徒
が
最
近
に
も
神
名
あ
る
ご
か
、
此
等
三

論
の
悲
歎
は
ざ
ん
な
で
あ
ら
ふ
。

　
バ
ル
ト
畏
に
於
て
も
氏
が
京
都
大
學
で
小
西
先
生
が
前

記
の
書
聖
育
史
を
激
育
學
講
讃
に
使
用
さ
れ
て
る
る
事
を

傳
聞
し
て
居
ら
れ
た
爲
に
、
更
に
前
記
翻
課
の
事
を
話
さ

ん
爲
に
か
小
西
先
生
外
遊
の
事
を
知
ら
れ
て
よ
り
面
會
の
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肖
を
非
常
に
待
た
れ
て
み
だ
ε
い
ふ
事
・
で
あ
る
。
斯
く
待

た
れ
し
事
は
今
に
し
て
思
へ
ば
所
謂
虫
の
知
ら
せ
で
あ
っ

た
の
か
。

　
自
分
は
今
哀
悼
の
意
を
表
す
る
爲
、
前
記
新
聞
の
切
抜

き
を
主
こ
し
て
ω
o
ゴ
凱
千
三
ク
i
U
δ
U
窪
仲
。
・
o
竃
男
冥
。
。
。

．
○
喜
圃
。
紆
睦
。
濃
。
暑
p
訴
門
口
。
。
。
回
σ
も
・
§
鼓
亀
ε
あ
Φ
戸
ら
細

ピ
を
墾
考
に
し
て
、
氏
の
略
歴
、
思
想
の
前
階
並
に
主
要

な
思
想
ご
其
著
書
に
就
き
硬
概
を
記
る
さ
ん
。

一
、
略

歴

　
生
死
。
圃
八
五
入
年
八
日
一
日
、
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
こ
ハ
ル

ン
タ
に
生
れ
、
本
年
九
月
三
十
日
の
魎
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に

於
て
心
臓
病
の
爲
忽
焉
逝
く
。

　
學
歴
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
マ
グ
ド
ナ
ル
人
文
中
學
を
纒
て

一
入
七
五
年
よ
り
大
學
・
生
々
活
を
始
め
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
て

は
古
文
僻
學
、
歴
史
を
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
て
哲
學
其
他
を

（
詳
し
く
は
第
二
項
に
記
す
）
學
び
、
暫
し
藪
員
生
活
の
後

　
　
　
　
　
惜
乎
バ
ル
ト
敬
授

更
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
て
ニ
ケ
年
間
自
然
装
着
並
に
経
濟
學

を
學
ぶ
。

　
就
職
。
一
ケ
年
間
軍
隊
生
活
の
後
、
敷
師
こ
し
て
一
入

入
こ
1
六
三
年
の
間
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
フ
ー
ー
・
；
ド
リ
ヒ
人
交

中
學
に
、
一
入
八
三
－
八
⊥
ハ
年
の
聞
ソ
ー
グ
ニ
。
ソ
の
人
文

中
學
に
一
入
入
八
七
！
八
入
年
の
間
イ
エ
ナ
に
浴
鋤
し
、

一
入
九
〇
年
よ
り
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
黒
の
鍛
授
た
る
べ
く
止
．

ま
り
一
入
九
七
年
に
助
敏
授
ε
な
る
。
其
後
の
年
代
に
關

し
て
は
不
明
な
る
も
新
聞
の
冒
頭
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
學
哲

學
及
び
敷
育
學
正
名
恐
藪
授
鳩
哲
學
研
究
所
評
議
員
ご
し

て
あ
る
所
を
見
る
ε
最
後
は
斯
く
昇
…
進
さ
れ
た
も
の
ご
思

よ
し
る
。

セ
三

二
、
思
想
の
前
月

ハ
但
し
一
八
九
〇
年
迄
）

　
氏
の
理
想
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
く
其
の

知
識
に
於
て
は
宇
宙
を
包
括
し
又
は
包
括
す
る
如
く
見
ゆ

る
大
奮
學
者
に
な
ら
ん
こ
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ご
　
．
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初
め
古
語
や
古
文
學
に
多
大
の
興
味
を
醸
せ
し
關
係
か
ら

大
詔
・
に
て
右
前
僻
學
を
や
り
且
つ
そ
れ
を
ば
歴
史
ご
見
応

し
て
そ
れ
に
よ
り
て
過
去
の
歴
史
の
一
部
分
を
根
本
的
に

知
ら
ん
ご
し
た
。
又
他
面
中
世
並
に
近
世
史
に
も
注
意
を

携
っ
て
歴
更
全
般
を
知
り
以
て
存
者
（
ω
O
肋
Φ
抜
字
O
嵩
）
の
王
命

を
知
ら
ん
ε
し
た
。
後
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
て
哲
學
の
講
義
を

聴
い
た
ペ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
學
の
講
義
は
充
分
に
理
解
さ

’
れ
な
か
つ
が
、
入
間
の
綾
達
全
艘
を
一
形
式
に
包
癒
せ
ん

こ
し
た
努
力
が
ひ
ざ
く
氏
を
引
付
け
た
Q
其
結
果
事
由
上

の
講
義
は
ヅ
ン
｝
に
就
て
よ
り
も
寧
ろ
歴
史
家
マ
ッ
ク
ス

ハ
イ
ソ
ッ
（
民
は
此
の
敷
授
の
助
手
で
あ
っ
た
）
に
就
て
、

本
來
の
意
昧
ご
は
異
っ
た
意
昧
で
聞
い
た
。
又
私
講
師
ソ

カ
ッ
ー
ド
・
ア
ベ
ナ
リ
ウ
ス
に
就
て
認
識
論
を
學
ん
だ
○

氏
は
又
寝
學
哲
學
會
に
負
ふ
所
も
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た

氏
は
す
ぐ
其
會
員
こ
な
り
學
生
々
活
を
撚
る
迄
績
け
だ
、

其
問
研
究
會
が
熱
心
に
行
は
れ
て
、
哲
學
に
弔
す
る
あ
ら
ゆ

る
問
題
、
並
に
時
事
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
、
殊
に
氏
を
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

其
他
の
凝
議
に
取
り
て
好
都
合
の
事
に
は
先
輩
に
モ
ー
ソ
ッ

ッ
ウ
ィ
ル
ト
氏
あ
り
、
氏
は
既
に
大
人
の
域
に
遷
し
随
て

灌
威
を
有
し
て
み
た
、
其
多
方
面
の
知
識
ビ
論
理
の
鋭
さ

ご
は
後
輩
を
し
て
面
々
奮
獲
せ
し
め
た
、
後
輩
を
導
く
事

を
己
が
任
務
こ
し
、
非
常
な
る
熟
心
を
以
て
其
爲
に
盤
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
バ
ル
ト
氏
は
其
他
バ
ー
ジ
ル
の
編
纂
者
「
ロ
ー
マ
詩
史
」

の
著
者
オ
ッ
ト
ー
ヲ
ッ
ド
ッ
ク
よ
り
言
語
學
方
法
論
ε
批
評

ご
を
學
ん
だ
。
氏
の
卒
業
論
文
は
ロ
ー
マ
劇
作
家
に
於
け

る
不
定
法
の
使
用
に
就
て
や
あ
っ
た
。

　
敷
育
學
に
關
し
て
は
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
ソ
ー
ダ
ニ
ッ
ツ
の

爾
所
に
於
け
る
血
止
ε
し
て
の
生
活
が
民
に
封
し
敷
育
學

上
の
研
究
に
興
し
非
常
な
る
刺
撃
を
輿
へ
た
。
氏
は
素
人

で
あ
っ
た
け
れ
こ
も
案
内
者
を
一
度
も
取
ら
な
か
つ
だ
。

只
氏
の
失
敗
に
よ
っ
て
民
特
有
の
獲
物
を
得
て
喜
ぶ
事
が

出
來
た
。
氏
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
あ
る
四
ケ
年
間
に
人
文
中

學
の
各
級
を
通
し
て
鍛
難
し
た
。
又
二
ヶ
年
間
は
卒
業
試



　
験
委
員
に
な
り
な
ご
し
て
多
大
の
敷
育
的
経
験
を
得
た
。

　
　
氏
は
敷
職
に
あ
レ
な
が
ら
科
學
的
研
究
を
績
け
且
哲
學
的

　
　
に
三
値
づ
け
ん
ご
の
希
望
を
抱
い
て
児
た
が
其
誤
り
な
る

　
事
を
知
り
興
宮
を
す
て
、
強
暴
に
專
心
に
な
ら
ん
こ
し
て

　
　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
へ
行
き
勉
強
を
し
た
。
氏
は
イ
エ
ナ
で
再
び

　
　
一
八
入
七
…
八
八
年
間
敏
職
に
あ
り
な
か
ら
勉
強
せ
ん
こ

　
　
し
淀
が
爾
者
の
一
致
し
難
き
を
痛
切
に
威
じ
八
年
蒜
ラ
イ

　
　
プ
チ
ヒ
へ
露
つ
た
。
イ
ヘ
ナ
に
あ
る
時
氏
は
當
時
の
人
交

　
中
學
・
校
長
グ
ス
タ
フ
・
ソ
ヒ
タ
ル
氏
よ
り
そ
の
人
の
手
腕

　
　
ご
人
格
芯
に
よ
り
敷
育
學
上
多
大
の
経
験
を
得
た
冠
。
ラ

　
　
イ
プ
チ
ヒ
に
て
は
ニ
グ
年
間
禽
全
科
學
（
氏
が
先
き
に
言

　
　
へ
る
存
者
の
他
の
年
分
）
ε
纏
濟
學
ご
を
學
び
一
八
九
〇

　
　
年
に
U
げ
O
霧
。
謀
9
瑳
灘
崎
。
・
。
○
℃
三
〇
麟
○
σ
q
o
扉
§
島
自
。
搬

　
　
属
。
⑳
o
H
瞥
ご
が
。
貯
溶
築
閣
ω
畠
羨
く
2
仏
二
。
プ
を
書
き
て
強
暴

　
　
激
授
こ
な
る
べ
一
此
地
に
留
ま
る
事
ご
な
っ
た
。
こ
れ
を

　
　
以
て
氏
の
思
想
の
一
階
を
絡
る
。
此
れ
迄
に
得
た
種
々
の

蹴
思
想
轟
霧
基
底
ご
な
り
て
爾
後
の
慧
の
震
を
助

工　
　
　
　
　
　
　
轟
轟
バ
ル
ト
敏
授

げ
る
の
で
め
る
。一

『
主
要
な
旧
説
ご
其
著
者

　
便
宜
の
爲
、
哲
學
、
肚
竈
馬
ご
数
育
學
こ
の
二
部
門
に

別
ち
て
遽
べ
や
う
。

　
　
　
イ
　
哲
學
、
就
園
學
説

　
前
掲
の
「
へ
「
ゲ
川
並
に
莫
學
徒
の
歴
奥
図
工
、
批
評
6
9

研
究
」
の
内
容
は
詳
に
せ
ざ
る
も
甑
に
記
せ
る
シ
訊
ミ
ッ
ト

の
「
現
代
哲
學
…
…
…
」
中
に
民
自
身
の
も
の
せ
る
も
の
、

前
後
か
ら
剣
す
る
ご
大
膿
次
の
如
く
に
へ
；
ゲ
川
哲
學
の

聖
遷
を
指
摘
し
た
の
で
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
即
ち
へ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

ゲ
〃
の
零
歳
片
面
的
な
魏
念
論
的
鳥
轍
に
す
ぎ
な
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

履
深
く
歴
史
的
岩
蟹
を
探
索
す
れ
ば
入
間
は
杜
會
的
本
質

で
あ
る
事
、
個
々
人
で
な
く
し
て
全
膿
に
閣
賞
す
る
も
の

が
歴
史
上
の
出
　
多
事
で
あ
る
事
、
導
入
は
全
寮
ビ
關
係
す

る
時
の
み
問
題
ご
な
る
事
、
從
て
温
會
の
生
活
法
期
は
同

購
に
歴
史
の
法
則
で
め
り
歴
史
の
哲
學
は
從
て
魁
會
學
ε
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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關
貸
す
る
事
等
を
知
る
事
を
得
る
。
特
に
へ
ー
グ
ル
は
経

濟
的
事
實
を
溢
過
し
た
Q
例
へ
ば
昔
の
國
家
の
滅
亡
．
其

文
化
の
滅
亡
の
経
融
解
原
因
や
グ
ラ
ッ
ク
ス
家
の
世
界
史

納
意
義
に
注
意
を
佛
は
な
か
っ
た
…
…
…
ご
。

　
氏
は
古
代
の
人
々
の
精
力
、
入
選
の
偉
大
な
る
に
感
激

し
右
グ
ラ
ヅ
ク
ス
家
を
詩
的
に
表
現
せ
ん
ご
し
悲
劇
、
五

心
幕
物
↓
云
①
嵩
二
ω
O
鎚
o
o
ゲ
霧
℃
｝
○
。
℃
ω
・
を
書
い
た
u

　
之
を
為
の
し
た
理
由
は
全
盤
民
に
蘭
す
る
潤
る
問
題

（
其
の
内
容
は
詳
か
に
し
な
い
が
階
級
闘
事
の
問
題
で
な

き
歎
）
が
あ
る
、
そ
れ
に
は
世
界
歴
吏
的
に
同
惜
あ
る
人

格
者
ご
世
界
歴
史
的
危
機
ご
を
劇
に
し
て
一
般
に
示
す
必

要
が
あ
る
ご
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
此
の
劇
は
ウ
イ
ソ
の

劇
場
理
事
が
一
八
九
九
年
二
月
に
上
演
し
た
、
ま
じ
め
な

批
堅
肉
は
認
め
た
が
一
般
人
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
や

う
で
あ
る
。

　
右
の
劇
を
書
い
た
後
の
氏
の
注
意
の
焦
瓢
は
肚
會
學
に

あ
っ
た
。
其
研
究
の
結
果
が
U
δ
団
巨
。
ω
o
℃
甑
。
儀
巽
O
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

ω
o
玄
9
ε
巴
ω
ω
o
N
圃
〇
一
〇
瞬
5
H
・
、
門
亀
し
の
芝
。
一
ε
轟
戸
一
乱
溶
丁

一
尉
。
ぼ
9
お
邑
。
客
H
。
。
鳥
曹

　
こ
な
っ
て
表
は
れ
た
。
同
書
は
一
九
〇
〇
年
露
語
に
課

さ
れ
た
。

　
又
…
九
】
五
年
に
大
増
補
し
て
第
二
版
が
出
た
Q
氏
は

第
二
版
に
於
て
主
ご
し
て
批
評
的
野
會
學
史
ド
｝
杜
會
學
の

課
題
（
墨
壷
象
の
復
雑
な
る
が
爲
に
哲
學
の
課
題
よ
り
も

論
孚
の
多
い
）
を
決
定
せ
ん
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
○

　
民
に
取
て
は
就
危
難
は
歴
史
の
夜
曲
な
り
し
が
故
に
歴

史
科
學
の
本
質
問
題
に
も
馴
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

此
の
黙
に
卸
し
て
は
戎
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
デ
ィ
川
タ
イ
の
立

場
を
ば
す
て
、
テ
ー
ヌ
（
類
号
℃
O
望
8
↓
簿
簿
Φ
）
に
左
禎
し

政
治
的
理
想
主
義
（
℃
○
澤
富
。
げ
。
β
討
0
9
謹
呈
霧
）
て
ふ
立

場
を
取
っ
た
。
詳
言
せ
ば
、
民
は
日
く
チ
ュ
ル
ゴ
ー
以
來

自
然
科
學
ご
歴
史
科
學
ご
が
分
離
さ
れ
、
ヅ
、
ン
デ
ル
バ

ン
ド
は
前
者
を
法
期
定
立
的
、
後
者
を
個
性
記
述
的
學
こ

し
、
ソ
ッ
ケ
ル
ト
は
償
値
を
高
唱
し
、
歴
史
的
法
則
を
定



　
話
せ
ん
ご
す
る
肚
會
學
、
同
襟
の
事
を
な
す
歴
史
暫
學
は

　
不
↓
円
能
で
あ
る
。
歴
史
的
法
則
ご
は
本
質
上
矛
盾
で
あ
る

　
從
て
歴
史
家
は
歴
史
の
基
礎
ご
し
て
は
、
説
明
的
霞
然
科

　
學
た
る
如
き
心
理
學
を
す
て
他
の
心
理
學
を
探
ら
ね
ば
な

　
ら
澱
ビ
い
つ
だ
。
デ
ィ
川
タ
イ
は
ジ
。
ヶ
川
ト
氏
よ
り
も
殆

　
　
ご
二
〇
年
前
に
同
様
の
黙
窟
着
眼
し
歴
史
家
は
記
述
融
解

　
剖
的
心
理
學
を
こ
ら
ね
ば
な
ら
澱
こ
し
た
。

　
　
　
デ
ィ
〃
タ
イ
、
リ
ッ
ヶ
川
ト
愚
心
の
云
ふ
所
は
正
し
い
。

　
け
れ
ざ
も
斯
か
る
歴
吏
詑
述
は
學
で
な
く
て
術
で
あ
る
。

　
藝
衛
家
が
総
て
の
も
の
を
表
は
さ
な
い
で
只
禽
己
の
美
ご

　
思
ふ
も
の
の
み
を
表
現
す
る
如
く
歴
史
家
は
総
て
を
記
述

　
し
な
い
で
重
要
ビ
思
は
る
、
も
の
、
主
槻
有
爵
債
か
ら
除

　
外
さ
れ
な
い
も
の
の
み
を
記
述
す
る
。
さ
れ
ざ
門
人
は
歴

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
史
穿
馨
（
Ω
φ
ω
O
ザ
一
〇
び
瞥
匂
0
8
田
搬
ω
O
げ
¢
P
α
q
）
ε
歴
史
記
述
（
∩
0
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
闘
。
暮
ω
。
。
。
ξ
皿
σ
琵
σ
q
）
と
歴
史
科
學
（
O
霧
。
三
。
露
ω
づ
．
諺
窪
望

　
o
プ
9
漆
）
の
三
者
を
薫
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
之
動
物
學

　
　
に
於
て
個
々
の
容
物
を
濃
心
す
る
の
は
穿
盤
で
あ
り
、
動

鋤
1　

　
　
　
　
　
　
重
三
バ
ル
萎
教
授

物
の
形
態
を
記
述
し
分
類
す
る
の
は
記
述
で
あ
る
、
そ
れ

に
進
化
論
の
論
を
癒
用
し
て
説
明
せ
ん
ビ
試
み
る
の
は
科

學
で
あ
h
・
、
自
然
穿
難
、
自
然
記
述
、
艶
然
科
學
・
の
三
階
段

あ
る
・
如
く
で
あ
る
。
テ
ー
ヌ
が
コ
ム
ト
の
影
籔
質
を
受
け
て

第
二
段
を
す
て
第
三
段
の
立
場
を
取
り
、
嬉
々
人
で
な
く

し
て
全
備
を
眺
め
、
一
國
民
の
間
に
は
一
定
の
襲
達
階
段

あ
り
、
そ
の
内
に
経
験
的
法
言
こ
の
一
致
を
認
め
ん
ご
し

た
事
、
動
的
の
み
な
ら
す
静
的
部
分
を
も
高
唱
し
た
事
は

注
意
す
べ
き
で
な
い
か
。
デ
ィ
ル
タ
，
4
や
ソ
ゾ
ケ
ル
ト
は
此

立
場
を
否
定
し
た
◎
け
れ
こ
も
半
分
は
凝
れ
を
主
張
し
た

い
ご
思
ふ
。
ホ
ヅ
ブ
ス
が
既
に
言
へ
る
如
く
砒
愈
ほ
有
…
機

艦
で
あ
る
。
シ
ュ
ワ
ン
が
動
物
の
細
胞
を
智
見
し
て
よ
り

軍
に
外
見
上
の
比
較
の
み
な
ら
す
内
面
的
併
行
が
唱
へ
ら

ら
れ
た
。
有
機
髄
は
云
は
や
細
胞
の
説
會
で
あ
る
。
動
物

の
膿
ご
人
問
溢
會
ご
は
「
有
機
的
騰
系
」
て
ふ
同
一
類
概
念

の
下
に
包
癒
さ
れ
う
る
Q
虹
ハ
種
差
は
前
者
は
典
を
統
一
す

る
も
の
が
細
胞
で
あ
る
に
反
し
後
者
は
入
間
の
意
志
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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暫
學
研
究
　
第
八
ナ
…
號

る
事
で
あ
る
。
從
て
肚
愈
H
は
有
機
的
国
国
を
且
ハ
へ
て
お
る

帥
ち
、
（
イ
）
各
要
素
が
記
載
統
一
し
て
妨
害
に
封
し
て
當

ら
ん
ご
澱
む
る
、
（
買
）
各
要
素
は
相
互
に
影
響
し
や
う
。

（
ハ
）
前
代
よ
り
後
代
へ
の
傳
逮
は
動
物
的
有
機
朧
に
あ
り

て
は
生
殖
で
あ
る
が
人
間
就
曾
に
て
は
敷
育
で
あ
る
。
二

物
膿
は
外
か
ら
人
間
が
手
を
加
へ
な
け
れ
ば
，
進
化
、
退

化
の
一
定
の
方
則
に
從
ふ
事
は
何
人
も
疑
は
な
い
所
で
め

る
。
此
の
方
踊
は
動
物
界
全
般
に
行
は
れ
る
。
故
に
精
磁

界
に
つ
い
て
も
有
機
的
生
成
生
長
退
化
あ
る
馨
を
辮
明
さ

れ
う
る
。
現
陰
圧
に
斯
引
か
る
滴
囎
法
的
経
過
あ
る
事
を
知
っ
て

こ
そ
初
め
て
未
來
へ
の
道
を
豫
期
し
得
る
の
で
あ
る
。
此

の
豫
徴
こ
そ
は
各
種
科
學
の
目
的
で
あ
り
、
且
歴
史
の
甥

象
、
肚
會
生
活
に
取
っ
て
は
特
に
橿
値
あ
り
、
重
要
な
る

事
で
あ
る
。
世
界
は
賞
牌
よ
り
文
明
に
進
て
行
く
、
此
の

進
歩
に
劃
す
る
歴
史
的
に
墓
礎
づ
け
ら
れ
た
信
仰
こ
そ
は

要
す
る
に
政
治
的
理
想
主
義
こ
そ
は
未
來
に
向
て
の
希
望

を
意
欲
ε
行
爲
に
劃
す
る
一
定
の
方
向
を
與
へ
う
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

あ
る
っ
デ
ィ
ル
ク
イ
は
意
志
自
由
を
す
て
か
ね
て
適
法
姓

を
嫌
っ
た
。
こ
の
嫌
っ
た
事
は
．
償
値
あ
る
事
で
あ
る
が
根

櫨
P
が
な
い
q
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
は
他
の
歴
史
ゆ
猟
に
似
す
掘
弼
り

卓
然
こ
し
て
歴
史
の
意
昧
を
基
礎
づ
け
ん
ε
し
た
が
そ
は

室
想
に
近
き
も
の
で
歴
斑
酌
畿
溝
の
中
核
に
よ
っ
て
い
は

な
か
っ
た
Q

　
他
面
サ
’
ン
シ
モ
ン
、
マ
ス
ル
ク
、
エ
ソ
諒
ク
ル
ス
搬
守
は
唯

物
論
を
取
つ
π
、
法
律
罰
度
も
研
有
財
産
も
、
國
家
の
形

式
も
、
宗
敏
的
玉
総
術
的
、
暫
學
的
理
念
も
総
て
経
濟
的

構
造
を
基
調
こ
し
て
立
つ
こ
し
た
Q
が
所
有
財
産
制
の
大

原
理
は
入
の
云
ふ
如
く
経
洋
品
原
因
に
よ
ら
す
し
て
政
治

的
原
因
に
よ
っ
て
お
る
。
封
建
制
度
の
激
つ
た
の
は
、
あ

て
が
う
べ
き
官
職
が
な
か
っ
た
の
で
止
む
な
く
土
地
を
支

配
さ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
封
建
制
度
を
忍
事
し
た
も
の
は

経
濟
的
の
進
歩
で
な
く
し
て
市
民
の
李
等
、
自
由
に
劃
す

る
理
念
で
あ
っ
た
。
宗
敷
改
革
の
越
つ
た
の
も
、
維
濟
的

原
図
こ
い
ふ
の
は
又
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
グ
〃
ス
、
ヵ
ウ
ッ



　
　
キ
ー
等
の
唱
へ
る
如
く
封
建
制
度
に
向
て
市
民
の
蟻
志
し

　
　
た
事
に
伸
ふ
剖
現
象
ご
晃
る
の
は
談
て
る
る
Q
若
し
そ
う

　
　
だ
ビ
す
れ
は
十
三
世
紀
に
起
っ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
そ
は
寧
ろ
宗
敏
史
的
出
展
に
葺
く
の
で
あ
る
恰
も
支
那
に

　
　
於
て
古
典
の
二
士
（
そ
を
孔
子
が
集
め
π
）
よ
り
老
子
へ
、

　
　
印
度
に
於
て
波
羅
門
よ
り
佛
激
へ
進
化
し
た
こ
同
様
で
あ

　
　
る
。
η
ハ
マ
ル
ク
ス
に
從
へ
は
富
の
萱
葺
が
行
は
れ
て
少
数

　
　
の
富
有
ピ
多
数
の
無
旋
者
を
生
じ
之
に
階
級
闘
欝
を
生
す

　
　
ご
い
ふ
も
、
濁
逸
の
今
画
の
改
造
を
起
し
た
原
因
は
富
の

　
　
集
中
で
は
な
く
し
て
政
治
帥
の
も
の
で
あ
っ
た
Q
吾
人
は

　
　
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
何
故
に
政
治
家
は
蕪
骨
を
作
り
國

　
　
民
閥
の
雫
を
嫌
は
な
い
か
を
、
U
否
、
寧
ろ
一
等
民
間
（
他
國

　
　
民
よ
り
も
一
暦
親
し
き
關
係
に
あ
る
）
に
於
け
る
階
級
蕪

　
　
雫
を
ば
紳
聖
な
蓑
亀
8
見
て
み
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

　
　
い
コ
唯
物
i
寧
ろ
緯
濟
史
槻
は
か
く
敏
陥
…
は
あ
る
。
け

　
　
れ
こ
も
歴
史
に
於
け
る
適
法
性
を
信
じ
歴
史
科
學
を
作
ら

　
　
ん
ε
し
た
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
現
代
の
歴

鱗－　
　
　
　
　
　
　
惜
乎
バ
舵
下
殺
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

史
家
が
其
事
に
注
意
せ
す
し
て
儂
値
に
基
く
歴
史
記
述
に

止
っ
て
お
る
云
々
ε
、

　
民
は
又
｝
八
九
九
！
…
九
〇
一
年
迄
は
氏
の
峯
ひ
た

b
一
〇
＜
δ
答
。
同
ず
ξ
ω
o
ξ
俸
妨
一
機
鼠
ω
ω
Φ
篇
。
障
壁
互
δ
弓
げ
二
？

ω
○
学
風
。
に
よ
り
、
　
一
九
〇
ニ
ー
一
九
一
六
年
迄
は
醜
に
「
入

七
六
年
よ
り
刊
行
さ
れ
し
U
δ
鼠
毛
＆
鋳
窮
警
円
漆
貯
コ
阜

ω
ω
2
8
審
h
慈
。
冨
℃
露
。
ω
ε
ぼ
。
葦
畠
ω
○
賦
2
。
σ
q
｛
o
を
織
承

刊
行
し
て
濁
逸
踏
襲
へ
嵐
會
學
の
普
及
を
計
っ
た
。

　
哲
學
に
聾
し
民
の
著
書
が
猶
一
つ
あ
る
。
帥
ち
U
δ

望
8
角
δ
誓
≧
蕊
屡
ρ
ω
㏄
涛
巽
儀
2
謹
旨
。
。
。
o
喜
同
。
㍉
（
＜
H
）

ぢ
○
ω
修
訂
塘
補
第
二
版
が
一
九
〇
八
年
に
田
て
お
る
。

　
氏
は
曰
く
ス
ト
ア
が
若
し
基
督
激
の
爲
に
斥
け
ら
れ
す

に
る
て
中
世
國
民
の
精
融
的
指
導
者
ご
な
り
羅
馬
入
の
世

界
擬
ご
し
て
専
領
へ
移
入
さ
れ
て
る
た
な
ら
ば
、
ざ
ん
な

に
櫓
脚
は
ム
・
と
獲
っ
て
み
だ
で
あ
ら
ふ
。
恐
ら
く
は
中
世

紀
な
る
も
の
は
起
ら
な
い
で
却
て
丈
化
の
一
時
期
を
劃
し

古
代
の
科
孤
立
術
は
新
切
民
の
若
き
カ
に
よ
り
新
生
命
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



124S

　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
入
十
「
號

得
、
新
飛
躍
を
途
げ
た
で
あ
ら
う
Q
惜
乎
ス
ト
ア
は
鼠
害
の

爲
に
塵
へ
ら
れ
た
。
け
れ
ご
も
文
藝
復
興
に
よ
り
て
再
び

世
に
熾
で
西
欧
の
文
明
を
起
し
た
。
何
故
な
ら
ば
此
學
派

は
其
禮
暑
中
に
自
然
の
灌
利
の
理
念
を
有
し
て
み
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
は
強
者
の
灌
…
利
で
は
な
い
、
一
般
李
等
の
理

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

想
的
弓
利
ご
そ
れ
か
ら
必
然
に
遇
っ
て
掌
る
李
等
の
霞
由

ε
で
あ
る
。
其
の
根
蝶
は
入
津
の
精
紳
は
宇
宙
に
遍
在
せ

る
瀞
朗
世
界
霞
の
一
都
で
あ
る
、
そ
は
肉
禮
が
生
す
る
ε

論
り
豊
漁
ご
去
る
從
て
総
て
の
入
聞
は
李
等
の
根
原
を
持

つ
、
從
て
同
胞
で
あ
る
貸
馬
人
も
他
入
に
比
し
豫
め
何
者

を
も
除
分
に
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
ざ
。
郎
ち
暴
督
敷
が

勢
力
を
得
る
前
二
世
紀
に
於
て
帝
政
時
代
の
羅
馬
の
法
律

家
の
ス
ト
ア
學
徒
は
霞
由
ご
李
等
を
法
律
中
に
有
数
な
ら

し
め
ん
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
云
々
ご
、

　
　
　
ロ
　
敷
　
　
育
　
　
説

　
氏
の
敷
賞
誉
は
便
寛
上
根
本
思
想
ご
、
滑
…
徳
敷
育
説
ご

を
別
っ
て
述
べ
よ
う
。

三
八

’
激
育
の
根
本
思
想

　
氏
に
よ
れ
ば
美
育
學
は
其
目
的
を
倫
理
學
に
其
方
法
を
．

心
理
學
に
求
め
る
が
猫
其
外
に
激
育
は
赴
會
學
ご
密
接
の

寒
詣
を
有
す
る
。
何
故
な
ら
ば
敷
育
は
杜
會
の
傳
達
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
そ
が
精
学
的
な
る
は
云
ふ
迄
も
な

い
、
赴
會
は
精
…
紬
騨
勲
等
機
禮
で
あ
り
、
只
精
帥
的
に
の
み

傳
達
さ
れ
う
る
。
物
理
的
傳
蓬
に
よ
り
て
得
ら
る
、
も
の

は
其
材
料
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
民
は
敷
育
學
中
に
一
面
癒
愈
學
遂
事
實
を
婁
見
、

し
他
而
そ
れ
に
よ
り
て
証
會
學
的
眞
理
性
を
有
数
な
ら
し

め
ん
ご
し
た
》

　
一
方
叉
十
九
世
紀
の
後
年
以
來
大
進
歩
を
な
し
た
實
験

心
理
學
並
に
現
代
傷
者
の
確
固
た
る
要
索
に
基
き
新
に
敷

育
學
の
魚
心
を
樹
立
し
以
て
ヘ
ル
バ
ル
塾
派
の
藪
育
學
の

歓
を
補
は
ん
こ
す
る
に
あ
っ
た
。
か
く
し
て
生
れ
た
も
の
が
、

　
U
一
〇
鑓
o
B
g
冨
9
種
國
石
下
。
げ
誤
⇒
σ
Q
・
。
ゐ
昌
畠
¢
艮
。
凱
9
叶
・
。
7

①
ξ
ρ
　
》
亀
　
Ω
讐
嵩
自
　
儀
2
　
団
ω
団
。
ず
○
一
〇
一
σ
q
博
。
　
戸
§
鳥
　
（
剛
興



　
　
剛
ぼ
｝
o
ω
o
喜
δ
（
醇
O
お
。
一
戸
／
く
碧
『
H
・
》
二
識
・
U
o
一
℃
N
一
四
ら
○
α
●

　
　
で
あ
る
Q
氏
は
誇
り
か
に
モ
イ
マ
ン
氏
の
く
。
＝
Φ
ω
§
σ
q
。
二

　
　
N
ξ
墨
田
挿
塗
員
毒
⑳
一
β
自
一
。
o
も
。
憎
巨
Φ
二
巴
①
蒙
舞
σ
q
o
㈹
涛

　
　
よ
b
も
早
く
挺
に
出
だ
ビ
明
寵
し
て
お
る
Q
該
書
は
昨
年

　
　
第
七
、
第
入
版
が
出
で
、
…
九
〇
九
年
に
、
伊
太
利
語
に

　
　
一
九
＝
二
年
に
露
西
亜
語
に
、
一
九
一
四
年
に
西
班
牙
語

　
　
に
、
　
一
九
一
六
年
に
瑞
典
語
に
鐸
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
。

　
　
　
悪
書
の
主
要
黙
は
從
來
の
悲
槻
的
見
解
に
反
甥
し
て
、

　
　
心
理
學
の
事
實
に
基
き
敷
育
の
可
能
力
を
再
び
信
頼
、
し
得

　
　
る
事
、
特
に
意
志
を
銀
参
す
べ
き
事
、
近
來
兇
量
の
自
螢

　
　
意
志
を
過
度
に
愈
翻
す
る
事
は
危
瞼
で
あ
り
且
途
に
は
カ

　
　
の
な
い
も
の
ご
な
る
恐
あ
る
事
、
威
情
生
活
は
從
來
よ
り

　
　
も
一
層
注
意
す
べ
き
事
、
注
意
の
習
慣
を
も
つ
と
作
る
事

　
　
宗
幽
々
授
ご
か
歴
史
激
授
の
如
き
現
在
五
重
に
行
は
る
各

　
　
科
の
授
業
は
根
本
的
に
改
造
を
要
す
る
事
な
ご
で
あ
る
。

　
　
　
敷
育
が
配
會
の
傳
達
で
あ
る
ご
す
れ
ば
澱
野
史
は
祇
會

　
　
史
に
準
ず
る
の
が
當
然
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
氏
が
著

蜘－　
　
　
　
　
　
　
惜
乎
バ
ル
ト
数
授

し
た
の
が
、

　
U
…
Φ
O
O
ω
O
江
9
暮
。
創
2
国
争
㎞
色
語
嵩
q
一
具
。
。
o
N
同
O
層
O
q
剛
ω
o
｝
乙
喉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

¢
民
奪
回
ω
瓜
碧
ω
α
Q
窃
。
ぼ
。
一
三
一
巨
霊
ヒ
ご
色
2
。
窪
§
び
q
●
H
・
》
ら
，

ら
囲
h
6

で
あ
る
。
修
訂
塘
補
さ
れ
て
第
三
版
、
牌
弟
四
版
が
一
九
二
，

○
年
に
出
だ
。

　
氏
は
留
書
に
於
て
敷
育
の
根
原
を
就
會
の
自
然
形
式
．
に

於
て
示
し
、
且
敷
育
の
鍵
化
が
肚
會
の
墾
化
ε
並
行
せ
る

事
を
示
さ
ん
ε
し
た
。
魁
會
内
の
精
神
運
鋤
が
如
何
に
鍛

育
に
影
響
す
る
か
を
文
藝
復
興
、
宗
敷
改
革
、
啓
蒙
時
代

の
例
に
よ
り
て
示
し
、
別
し
て
啓
蒙
時
代
に
關
し
て
は
從

來
充
分
に
説
か
れ
て
な
か
っ
た
の
で
特
に
注
意
を
彿
つ
た

啓
蒙
時
代
は
輩
に
「
入
聞
を
自
ら
寝
せ
る
未
熟
か
ら
抜
串

さ
す
」
（
カ
ン
ト
）
て
ふ
溝
極
的
課
程
の
み
な
ら
す
却
て
積

極
的
な
組
織
例
へ
ば
、
白
回
聾
心
革
激
、
自
搾
然
唖
罹
利
、
自
然
的

倫
理
（
カ
ッ
バ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ピ
ノ
ツ
ァ
、
シ
ャ
フ
ッ
ベ
ソ
ー
）
》

経
蔵
王
の
霞
然
的
自
由
（
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
）
等
を
生
じ
た
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
學
研
究
　
第
入
十
「
號

此
積
極
的
精
…
瀞
か
ら
ラ
ト
ヶ
の
格
言
「
塵
事
自
然
の
秩
序

に
從
へ
」
（
○
ヨ
¢
貯
篇
二
猛
葺
B
の
畠
回
。
山
毎
昌
⇒
ρ
け
戸
興
p
o
【
）
を
…
以

て
濁
逸
國
に
甦
っ
た
災
難
「
自
然
に
從
ふ
」
敷
育
學
が
田

た
。
自
然
ご
理
性
ビ
は
啓
蒙
期
に
は
同
等
の
儂
値
で
あ

っ
た
。
ラ
ト
ヶ
の
此
要
求
は
コ
メ
ニ
ウ
ス
、
ロ
ッ
ク
、

ル
ッ
ソ
ウ
、
バ
セ
ー
3
ウ
及
笠
ハ
激
徒
、
並
に
ペ
ス
タ
質
ッ
チ
ー

に
よ
り
て
＝
暦
誉
め
ら
れ
且
一
暦
深
き
根
標
を
得
た
。
啓

聾
菰
時
代
の
…
敏
育
隙
乎
は
ペ
ス
三
二
ッ
チ
を
除
け
ば
皿
懲
は
本
質

上．

ﾂ
入
主
義
酌
で
あ
っ
た
Q
恰
度
覚
ハ
嘗
蒔
に
唱
へ
ら
れ
た

凝
然
灌
利
や
そ
れ
か
ら
演
鐸
さ
れ
π
経
学
上
の
「
自
然
的

自
費
」
、
経
濟
的
自
由
叢
義
が
個
入
主
叢
的
で
あ
っ
た
ビ
同

様
で
あ
る
。
け
れ
ご
も
十
九
世
紀
の
後
宇
に
な
う
躍
民
患

害
に
於
て
は
最
早
筆
入
主
義
は
維
持
さ
れ
難
く
な
り
、
反

影
運
動
こ
し
て
斌
愈
主
恩
が
謀
り
、
個
人
掃
墨
に
魁
會
情

義
限
を
蜘
へ
ん
ざ
す
る
に
到
っ
た
。
そ
れ
ご
同
時
に
敷
育

に
於
て
も
新
説
が
起
つ
た
即
ち
就
憶
意
敷
育
學
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
灘
會
蓮
動
ご
敷
育
の
傾
向
定
が
相
即
不
離
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

附
係
を
有
す
る
事
を
随
所
に
獲
糊
し
得
る
の
で
あ
る
ご
。

　
滋
　
徳
　
敷
育

　
氏
の
説
の
申
核
は
奮
來
の
宗
翼
々
授
の
立
場
を
捨
て
、

宗
敷
に
加
ふ
る
に
更
に
管
長
を
以
て
す
る
の
で
あ
っ
た
。

践
く
。
兇
量
の
住
む
証
會
の
同
胞
の
有
す
る
世
堺
糊
や
入

歯
擬
が
総
て
岬
致
し
て
覧
る
舐
會
で
は
撹
徳
敷
育
は
到
て

容
易
で
あ
る
。
學
綾
で
三
つ
た
滋
徳
律
は
五
聖
へ
出
〆
・
、
か

ら
も
典
儘
用
ゐ
ら
れ
て
荒
園
ぜ
矛
盾
す
る
事
は
な
い
か
ら

で
め
る
け
れ
ざ
も
獺
逸
の
魁
曾
で
は
そ
れ
ご
趣
き
を
異
に

し
て
お
る
。
燭
逸
に
勝
て
は
難
多
の
世
講
親
が
あ
っ
て
調

和
し
な
い
。
古
宗
敷
信
條
、
盛
然
宗
門
の
蝕
韻
、
自
然
科

學
蘭
唯
物
論
、
唯
物
客
観
、
生
物
學
よ
り
螢
達
せ
る
逃
化

論
、
等
各
々
鎌
…
を
鋼
…
h
・
て
高
唱
さ
れ
、
、
爲
に
寵
円
年
は
其
去

就
に
迷
は
さ
れ
て
み
る
。
然
る
に
公
立
學
校
で
は
十
六
世

紀
置
ハ
儘
の
書
契
を
敷
へ
て
生
活
規
整
の
根
限
こ
し
て
み
る
、

な
る
程
こ
は
農
家
で
昔
な
が
ら
の
生
活
襟
式
、
宗
敷
、
遊

徳
が
逡
っ
て
み
る
所
で
は
通
用
す
る
が
、
工
業
杜
會
で
、



　
新
作
鵡
旅
法
、
新
生
活
魚
叫
・
式
、
新
理
想
の
行
は
る
、
舐
會
へ
入

　
　
る
ご
忽
ち
言
詞
の
批
鯛
に
あ
っ
て
覆
さ
れ
、
該
問
題
に
就

　
　
て
疑
惑
を
生
じ
、
途
に
丁
度
青
年
の
郵
亭
に
際
し
、
光
明
あ

　
　
る
指
導
的
滋
徳
理
想
を
敏
く
に
到
る
。
故
に
溢
徳
敷
育
は

　
從
摩
の
立
場
ご
は
異
っ
た
立
場
を
ε
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、

　
意
見
は
習
々
に
分
れ
よ
う
ご
も
入
間
の
甦
徳
は
確
か
に
如

　
何
な
る
意
見
を
も
斥
け
は
し
な
い
。
写
し
斎
く
る
所
あ
り

　
　
ざ
す
る
時
そ
は
厳
責
を
、
そ
を
要
す
べ
か
り
し
他
の
も
の

　
　
に
足
せ
る
が
然
し
そ
の
責
を
霞
濫
し
よ
う
ご
は
し
な
い
。

　
馬
脚
故
に
吾
人
は
一
の
倫
理
的
膿
系
を
建
て
う
る
、
そ
が
將

　
鳥
兜
董
の
精
淋
か
ら
出
て
も
差
支
へ
な
い
。
然
し
倫
理
學

　
　
は
一
二
の
盤
堺
観
に
立
ち
其
野
禽
を
基
礎
づ
け
ね
ば
な
ら

　
な
い
。
諾
し
て
今
や
言
言
は
聰
て
の
カ
を
支
配
す
る
の
カ

　
　
な
き
故
に
其
基
礎
こ
な
る
事
は
串
來
な
い
。
基
磯
ご
な
る

　
　
も
の
は
常
衣
で
あ
る
。

　
　
斯
く
言
へ
ば
世
人
は
抗
言
す
る
で
あ
ら
ふ
。
哲
學
膿
系

　
　
が
多
脳
で
あ
る
ご
同
…
様
に
倫
理
の
膿
系
も
多
様
で
あ
っ
て

蝦
1　

　
　
　
　
　
　
惜
乎
パ
ル
峯
敏
授

一
般
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
は
な
い
、
各
哲
學

は
そ
れ
特
有
の
倫
理
を
持
て
る
る
、
修
身
の
激
師
は
何
れ

に
從
ふ
べ
き
か
ざ
。
だ
が
一
層
精
癬
に
調
ふ
れ
は
其
の
多

襟
性
は
漸
次
滅
し
て
途
に
は
一
致
す
る
Q
古
代
の
倫
理
學

　
　
　
　
　
　
　
幽

組
織
は
ス
ト
ア
、
ス
ビ
ノ
ナ
、
カ
ン
ト
の
組
織
で
あ
b
、

三
者
は
同
一
の
最
高
口
的
；
一
強
き
意
志
ご
歳
曾
意
志
を

立
て
～
お
る
。
此
爾
…
目
的
は
倫
理
の
敷
師
に
撃
て
矛
卍
眉
な

く
激
へ
ら
れ
う
る
Q
又
何
故
に
五
口
人
は
倫
…
理
目
的
を
追
求

し
、
道
徳
命
命
に
從
は
ね
ば
な
ら
澱
か
ご
い
ふ
問
ひ
に
劃

す
る
答
の
壷
振
は
種
々
雑
多
で
あ
ら
ふ
。
然
し
其
の
答
の

多
襟
な
事
は
敷
育
に
取
て
は
不
利
盆
ご
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ

利
猛
で
あ
る
。
哲
學
は
其
禮
系
の
統
一
の
爲
に
倫
理
的
鋤

機
も
亦
統
二
を
要
す
る
が
、
敷
育
で
は
甲
で
い
け
な
け
れ

ば
乙
で
や
る
こ
い
ふ
具
合
に
種
々
の
動
機
を
要
當
せ
し
め

得
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
カ
ン
ト
の
説
を
敷
へ
て
善
は

只
善
の
法
則
の
爲
に
存
す
べ
し
ご
云
ひ
う
る
も
民
に
傲
ひ

て
幸
編
を
求
め
る
事
を
止
め
よ
ご
い
ふ
を
要
し
な
い
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
圃

♂
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哲
學
研
究
　
第
八
十
一
搬

故
な
ら
ば
義
務
を
充
す
事
憾
同
時
に
シ
ル
レ
ル
の
理
想
ご

し
て
掲
げ
た
風
雪
で
あ
る
事
は
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

又
敷
師
は
遣
徳
は
息
音
の
法
鋼
に
適
合
し
從
て
自
然
の
意

志
、
融
の
意
志
に
從
ひ
う
る
が
不
道
徳
は
之
ご
矛
盾
し
、

必
然
的
に
罰
を
受
け
、
不
幸
を
招
か
ね
ば
な
ら
濾
ビ
説
き

得
る
。
只
一
事
を
部
ち
相
矛
盾
す
る
原
理
を
同
時
に
説
く

事
を
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
之
、
ス
ピ
ノ
サ
が
要
求
し
た

生
き
ん
嘘
す
る
強
き
意
志
を
探
用
す
る
ご
同
時
に
シ
ョ
ウ

ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
意
志
の
否
定
説
を
冬
野
す
る
事
は
田
家

な
い
Q
ボ
ウ
ロ
に
從
て
人
閥
の
意
志
の
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る

弱
さ
や
原
罪
を
と
き
な
が
ら
強
き
意
志
を
要
求
す
る
事
は

矛
眉
で
あ
る
○
原
罪
説
を
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ε
せ
ば

基
督
鍛
徒
の
持
つ
べ
き
、
且
結
局
は
意
志
の
特
質
た
る
確

固
た
る
信
念
を
示
さ
ね
ば
な
ら
澱
ε
。

　
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
べ
た
の
が
次
の
二
書
で
あ

る
0

　
9
0
Z
o
穿
g
〔
岸
σ
q
ぎ
詳
。
…
蓉
。
。
超
湾
。
ヨ
註
ω
9
0
一
μ
鑓
。
邑
㌣

四
二

一
＝
馨
。
叢
剛
。
算
・
⇔
同
論
●
H
℃
い
O

　
国
量
8
ぎ
甘
σ
q
o
民
塗
一
叢
§
σ
q
（
9
琵
受
お
。

。。

j・
B。

酔
E
峯
謡
ω
9
2
鎗
○
憎
巴
霞
巻
〇
三
6
ぼ
ら
目
P

で
あ
る
。
猫
ほ

　
U
窪
け
。
σ
o
⇔
。
・
帖
黛
㌶
黛
。
や
し
♪
嵩
P
H
℃
い
9

に
於
て
、

ゐ
ら
る
べ
き
滋
徳
敷
授
の
階
梯
を
書
い
た
o

N
β
　
O
一
嵩
O
【
ご

小
埋
樋
の
最
上
級
、
並
に
補
習
學
稜
に
於
て
用

　
氏
は
勿
論
宗
銭
嵩
授
を
公
立
學
綾
か
ら
除
外
せ
ね
ば
な

ら
膿
ご
は
信
じ
な
い
。
宗
敷
は
其
最
高
表
現
に
於
て
は
、

科
學
的
哲
學
的
倫
理
學
が
求
め
ん
こ
す
る
永
久
債
値
の
威

情
で
あ
る
。
完
全
な
る
道
徳
組
織
其
物
は
宗
敷
な
し
で
は

あ
わ
え
な
い
。
勿
論
宗
敏
は
道
徳
の
根
底
で
は
な
い
が
其

の
極
所
で
あ
る
。
滋
徳
命
倉
其
物
は
生
命
の
實
現
か
ら
生

す
る
。
生
命
を
欲
す
る
も
の
は
道
徳
を
最
高
生
活
力
こ
し

て
欲
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
全
禮
が
滋
徳
の
上
に
立
て

ら
る
、
蒋
世
界
の
根
原
は
瀧
徳
的
で
あ
り
從
て
榊
性
で
あ
’

る
o



　
　
　
か
く
て
ゾ
ラ
ト
ー
、
シ
セ
ブ
ツ
ベ
リ
ー
、
カ
ン
ト
、
ゲ

　
　
ー
テ
、
は
元
よ
り
ス
ビ
ノ
サ
す
ら
も
宗
激
に
摩
る
の
で
あ

　
　
る
。
か
く
し
て
最
後
に
最
高
戚
情
ご
最
高
認
識
ご
は
一
致

　
す
る
ビ
。

　
　
　
更
に
哲
學
の
必
要
を
説
い
て
臼
く
Q
世
界
大
戦
は
欧
洲

　
　
の
國
家
終
濟
を
破
壊
し
、
剰
（
、
醤
家
の
鳥
威
を
輻
覆
し
π

　
縛
覆
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
唯
一
つ
あ
る
。
即
ち
科
學
で

　
　
あ
る
。
得
て
科
副
官
は
青
照
改
造
の
一
篇
有
力
の
結
ハ
軒
で
あ
る

　
諸
科
學
は
互
に
も
つ
ご
詳
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
、
そ
し
て

　
下
馬
の
綜
合
た
る
、
極
所
た
る
哲
學
は
生
命
の
意
味
方
向

　
　
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
哲
智
者
ご
宗
敷
家
は
縮
提
携

　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
激
が
啓
示
に
よ
り
て
な
す
如

　
　
く
哲
學
は
思
索
の
光
に
よ
り
て
明
哲
ビ
慰
安
ご
信
念
ご
を

　
將
來
し
且
嘗
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
云
へ
る
如
く
、
人
問
の
本
質

　
　
は
活
重
な
る
融
畢
を
敷
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
活
動
・
甲
に
一
議

　
會
和
合
の
重
要
な
る
契
機
が
存
す
る
。
何
故
な
ら
ば
活
動

　
は
創
造
者
の
喜
び
で
あ
り
共
仕
事
の
結
果
は
他
の
爲
に
な

脇－　
　
　
　
　
　
　
惜
乎
バ
ル
ト
教
授

り
從
て
自
他
の
利
害
鵬
係
中
に
存
す
る
乖
離
を
無
く
す
る

從
て
科
學
ご
芳
墨
は
吾
入
を
脅
略
す
る
幾
多
の
痛
苦
を
吾

入
の
爲
に
除
い
て
く
れ
る
で
あ
ら
ふ
…
…
：
ご
。

　
道
徳
激
育
に
間
す
る
著
書
ξ
し
て
は
前
記
三
種
の
外
に

氏
の
編
纂
し
た
も
の
ご
し
て
、

　
鑓
9
鑑
鵠
費
σ
q
O
σ
q
蔚
H
鴇
H

と
い
ふ
の
が
あ
る
が
之
は
民
一
人
の
考
慮
で
な
く
て
　
九
．

二
一
年
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
日
迄
の
聞
、
ラ
イ
プ
チ

ヒ
に
於
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
猫
逸
道
徳
雄
琴
會
議
に
於

て
氏
を
初
め
と
し
て
、
川
崎
ド
ウ
ィ
ヒ
・
グ
ソ
ム
氏
、
ヨ
ー

ナ
ス
・
コ
ー
ン
氏
、
ペ
ン
チ
ヒ
氏
、
オ
ッ
ト
ー
・
エ
ル
ラ
ー

昏
昏
に
よ
り
て
も
の
さ
れ
た
も
の
を
蒐
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
其
中
に
於
て
氏
は
具
案
的
道
徳
萎
黄
の
必
要
を
論
じ

て
み
る
。

　
蹴
賂
な
が
ら
氏
の
思
想
の
大
要
を
書
き
律
し
た
っ
も
り

で
あ
る
。
労
り
に
臨
で
一
言
附
け
加
へ
て
お
き
た
い
。
帥

ち
氏
の
説
は
詳
細
に
槍
骸
せ
ば
破
綻
も
生
す
る
で
あ
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥
三
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穿
鉱
レ
汗
ヒ
し
　
伽
芦
、
r
一
髪

　
　
　
　
　
弓
匹
～
p
看
〃
ソ
　
　
ム
」
’
w
ノ
，
　
一
∬
ジ
・

証
會
有
機
朧
説
や
殊
に
逝
徳
敷
育
の
如
き
後
人
の
追
窮
す

べ
き
問
題
は
猫
多
数
残
さ
れ
て
あ
る
戚
が
す
る
。
け
れ

こ
も
氏
が
歴
史
哲
學
に
於
て
歴
史
的
洞
霧
の
銚
か
り
し
事

デ
ィ
ル
タ
イ
、
ジ
ヅ
ケ
ル
ト
憶
テ
ー
ヌ
、
マ
ル
ク
ス
等
の
長

を
取
り
て
猫
臼
の
立
場
を
作
り
し
如
き
、
ス
ト
ア
面
識
の

隠
れ
た
る
長
所
を
世
に
紹
介
せ
る
動
き
、
別
し
て
敷
育
學

に
於
て
モ
イ
”
、
ン
の
薮
表
以
前
に
あ
り
て
モ
イ
マ
ン
の
如

き
偏
藤
納
態
度
に
串
で
す
し
て
蒲
も
我
等
殿
育
家
に
ざ
つ

て
モ
イ
マ
ン
よ
b
も
一
暦
便
宜
な
も
の
を
提
供
し
て
く
れ

た
事
、
道
徳
鍛
育
に
關
し
て
ヒ
ン
ト
を
與
へ
て
く
れ
た
事

等
は
・
永
久
に
記
念
す
べ
き
数
…
績
で
は
あ
る
↓
ま
い
轍
℃

聯
か
行
蹟
を
記
し
て
氏
の
露
に
捧
ぐ
。
（
十
｝
月
廿
日
）

四
四


